
福祉疑似体験授業（菅原小学校）

歳末たすけあいミニ門松づくり厚生労働大臣 特別表彰（前 前川一夫会長）

第9号
令和２年６月

歳末たすけあい施設慰問（富樫苑） 各地区合同グループワーク

民生委員・児童委員は民生委員法に基づき、
各市町村に置かれる民間奉仕者です。
委員は都道府県知事の推薦に基づく厚生労
働大臣が委嘱するもので、任期は３年です。
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※本誌は、「障がい者」と表記していますが、法律名や固有名詞は、そのまま記載しています。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛
を

も
っ
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
地
域

社
会
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意
を

も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の

相
談
に
応
じ
、
自
立
の
援
助
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ
て
の

人
々
と
協
力
し
、
明
朗
で
健
全
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
公
正

を
旨
と
し
、
人
格
と
識
見
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

平
素
よ
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
野
々
市

市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
会
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
信

頼
い
た
だ
け
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
引
き
続
き
、
ご
理
解
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
、
全
国
二
十
三
万
人
余
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
三
年
間
の
任

期
を
終
え
て
一
斉
改
選
さ
れ
、
厚
生
労
働

大
臣
、
都
道
府
県
知
事
の
委
嘱
を
受
け
て

全
国
各
地
で
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

は
、
新
任
者
三
十
六
名
（
増
員
一
名
を
含

む
）
を
迎
え
、
再
任
者
六
十
三
名
と
合
わ

せ
九
十
九
名
（
主
任
児
童
委
員
十
名
を
含

む
）
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
す
で
に

新
体
制
で
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
平
成
二
十
八
年
に

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域

福
祉
の
方
向
性
と
し
て
「
子
ど
も
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
す
べ
て
の
人
々
が
、

地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
と
も
に
創

り
、
高
め
あ
う
こ
と
が
で
き
る
『
地
域
共
生

社
会
』
の
実
現
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
二
年
か
ら
五
年

間
を
目
途
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
全
国
展
開
を
図
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
の
福
祉

計
画
を
は
じ
め
、
野
々
市
市
で
も
第
二
期

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
地
域
住
民

の
視
点
か
ら
実
感
で
き
る
こ
と
は
少
な
い

も
の
の
、
徐
々
に
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
皆
様
に
も
目
に
見
え
る

形
で
地
域
福
祉
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

我
々
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
た
継
続
的
な
活
動
を
心
が

け
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
受

け
止
め
、
行
政
や
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り

に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
共
生
社
会
の

実
現
の
点
か
ら
も
自
国
開
催
の
意
味
は
大

き
く
、
特
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

は
、
障
が
い
に
対
す
る
社
会
的
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
開
催

予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
功
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
が
お
住
ま

い
の
地
域
に
は
、
同
じ
地
域
に
住
む
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
配
属
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
自
分
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
誰
な
の
か
本
誌
で
ご
確
認
い
た
だ

き
、
お
声
掛
け
い
た
だ
け
れ
ば
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
励
み
に
な

り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て

野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
会
　
長
　
東
　  

伸
明

研修会　５月 23 日

退任者感謝状贈呈式
12 月２日
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ヤ
ー
、
既
に

わ
が
野
々
市

市
は
、
平
均

寿
命
県
内
一

の
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
福

祉
委
員
会

は
、
再
任
十
五
名
、
新
任
十
名
の
二
十
五
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
の
は
先

人
達
の
功
績
が
実
を
結
ん
だ
賜
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
福
祉
、
老
人
福
祉
、
介
護
保
険
、

な
ん
の
事
？
詳
し
く
知
り
た
い
、
勉
強
し
よ

う
！
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
知
識
を
高
め

る
、
視
察
・
研
修
、
地
域
活
動
と
三
部
に
分

け
、
計
画
実
施
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

野
々
市
市
介
護
長
寿
課
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
お

力
を
借
り
て
、
平
均
寿
命
は
も
ち
ろ
ん
、
高

齢
者
が
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
、
健
康
寿

命
の
向
上
、
地
域
の
「
高
齢
者
の
見
守
り
」

「
相
談
」
「
支
援
」
の
活
動
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
二
十
四
名
の
委
員
が
決
ま
り
、
こ
れ

か
ら
三
年
間
に
実
の
有
る
活
動
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
障
が
い
の
有
る
人
も
な
い
人
も

お
互
い
に
協
力
し
て
暮
ら
し
易
い
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
委

員
が
日
々
の
活
動
に
際
し
、
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
自
ら
障
が
い
を
克
服
し

て
社
会
生
活
に
復
帰
し
、
生
活
の
自
立
と
社

会
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
敬
意

を
抱
き
な
が
ら
微
力
で
す
が
可
能
な
限
り
の

協
力
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者

は
、
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害

者
に
大
別
さ
れ

ま
す
が
、
い
ず

れ
の
方
々
に
も

温
か
く
接
し
、

積
極
的
な
声
掛

け
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
参
加
協
力
、
各
種
の
障
が
い
者

施
設
で
の
研
修
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
抱
え
る

課
題
は
、
社
会
や
家
庭
の
変
化
の
中
で
複

雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
に
つ

い
て
は
、
虐
待
相
談
件
数
の
増
加
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
依
然
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
加
え
て
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
、
い
じ

め
、
自
殺
、
子
ど
も
の
貧
困
等
、
様
々
な
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
な
か
、
地
域
住
民
の
最
も
身
近

な
相
談
相
手
で
あ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
町
会
を
は

じ
め
、
関
係
機

関
・
各
種
団
体

と
の
一
層
の
連

携
を
し
、
子
ど

も
・
子
育
て
支

援
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

児
童
福
祉
委

員
会
で
は
、
野
々
市
市
の
現
状
を
把
握
し
、

昭
和
二
十
二
年
に
公
布
さ
れ
た
「
児
童
福
祉

法
」
に
基
づ
き
、
児
童
虐
待
の
予
防
や
早
期

発
見
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
達
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
て

い
く
環
境
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動

に
携
わ
り
、
十

年
以
上
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
の
地
域

は
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者

や
、
高
齢
者
の

み
世
帯
も
少
な

く
、
見
守
り
活

動
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
す
る
事

が
主
で
し
た
。
そ
ん
な
私
が
、
今
期
か
ら
生

活
福
祉
委
員
長
に
な
り
、
新
任
者
の
人
と
一

緒
に
、
一
か
ら
勉
強
で
す
。

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」
や
「
生

活
保
護
法
」
等
、
制
度
に
つ
い
て
、
専
門
の

方
の
講
演
、
事
例
を
通
し
て
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
参
考
に
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
三
年
間
で
、
数
回
は
、
生
活
福

祉
関
連
の
施
設
見
学
等
を
取
り
入
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度

福
祉
委
員
会
活
動

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
四
つ
の
福
祉
委
員
会
に
分
か
れ
、
専
門

分
野
と
福
祉
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
委
員
会

障
害
者
福
祉
委
員
会

児
童
福
祉
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

二
十
五
名

二
十
四
名

二
十
五
名

二
十
五
名

地域福祉推進員合同研修会　2月20日

石川県防災総合訓練　9月8日

各地区合同グループワーク　8月20日

生活福祉委員会　1月24日

障
害
者
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  

川
本
　
　
宏

児
童
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  

石
黒
　
健
二

生
活
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  

古
田
　
和
美

高
齢
者
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  

米
谷
　
明
美
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本町１丁目 

江川　麻樹

本町３丁目 

村山　恵美

本町６丁目 

伊藤　久子

扇が丘 

泉　　岳夫

白山町 

井沢すみ子

新庄３丁目 

小坂　紀子

粟田４丁目 

桑本恵美子

菅原団地 

諸角　絹子

新庄１丁目 

林　　恵子

粟田３丁目 

中村　洋子

本町２丁目 

椿山　絵子

本町５丁目 

砂川　教輝

高橋町 

寺岡　妙子

菅原団地 

鈴木　久子

新庄２丁目 

上田　靖子

粟田３丁目 

山尾　龍司

菅原町 

畠山　千起

上林４･５丁目

飯田　康子

粟田２丁目 

藤井　好子

本町１丁目 

藤部　民江

本町４丁目 

若松奈美江

若松町 

直喜　節子

住吉町 

市野　俊夫

中林丸の内

新田　弘子

新庄５丁目 

林　八千代

矢作１･２丁目

山本　峰子

本町１丁目 

酒井　睦美

本町３丁目 

平元　英子

本町６丁目 

田圃外茂子

扇が丘 

松田　芳美

新庄４丁目 

高桑　絹子

粟田６丁目 

矢津あくり

本町１丁目県営

宮本　一郎

本町４丁目 

田圃志津子

若松町 

林　　正一

住吉町 

石黒　健二

中林 

小寺みつ枝

新庄５･６丁目

前畑　信雄

矢作３･４丁目

岩崎　雅江

本町２丁目 

種池美智子

本町５丁目 

絹川智代子

横宮町 

北本　千春

住吉町 

松田　詩子

上林１～３丁目

西本百合子

粟田１丁目 

吉本　章男

矢作３丁目 

早川　恵子

本
町
地
区

富
奥
地
区

会
長
種
池
美
智
子

会
長
下
　
　
幸
子

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

皆
様
方
の
地
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
野
々
市
市
健
康
福
祉
部
福
祉
総
務
課
地
域
福
祉
係　
　

０
７
６ｰ

２
２
７ｰ

６
０
６
１

◆
事
務
局
野
々
市
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　
　

  

０
７
６ｰ

２
４
６ｰ

０
１
１
２

問合せ先
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あすなろ団地

猶木奈緒美

押越１丁目 

宮浦　文夫

柳町 

井村　辰男

田尻町･蓮花寺町

藤田　紀子

清金･清金団地

岸本三喜代

藤平田２丁目

米田　貞子

郷地区 

安川　正春

あすなろ団地

有田　弘美

押野５丁目 

岡田　　稔

二日市

高野外志夫

堀内１～４丁目

清水　俊光

太平寺３丁目

下　　幸子

三納３丁目 

相山　啓子

富奥地区 

池田千可子

あすなろ団地

庭野　自子

押野５丁目 

澤田美知香

長池町 

川本　　宏

堀内５丁目 

高木　由次

太平寺４丁目

中川　保夫

藤平･藤平田

北　　康子

富奥地区 

三納　昭博

あやめ 

押田　夕花

押野４丁目 

吉岡　　潤

二日市

卯野　　睦

稲荷３･４丁目

小寺くるみ

太平寺２丁目

大森　克成

三納１･２丁目

山田　陽子

富奥地区 

川畑佳代子

野代 

福沢由美子

押野１丁目 

初野　健二

徳用 

古田　和美

下林２～４丁目

長　　保夫

押野地区 

宮前　一夫

押越２丁目 

雪垣　朋子

堀内･三日市

東　　伸明

末松 

米谷　明美

下林１･４丁目

渡部　秀明

郷地区 

西川千恵子

本町地区 

徳野三知應
本町地区 

絹川　　博

御経塚１丁目

塚本智佳子

押野３丁目

杉原登美子
押野２丁目 

井守伊保子

郷 

中村　行也

稲荷１丁目 

清水　誠治

位川 

岩館　政昭

押野地区 

小林　牧子
本町地区 

福明　佳子

御経塚２～５丁目

塚　　宏之

押野６･７丁目

西村　友子

三日市 

牛上　信夫

稲荷２丁目 

村　　宏和

太平寺１丁目

今村　　昇

郷
地
区

押
野
地
区

主
任
児
童
委
員

会
長
東
　
　
伸
明

会
長
吉
岡
　
　
潤

代
表
徳
野
三
知
應
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地
域
の
小
さ
な
支
え
に

本
町
地
区

酒
井
　
睦
美

　

義
父
母
が
高
齢
の
為
、

本
町
に
引
越
し
し
て
か
ら

五
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

引
越
し
後
、
民
生
委
員
の
方
や
ご
近
所

の
方
々
が
、
義
父
母
宅
を
見
守
っ
て
下

さ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
有
難
く
、
地
域

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い

で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
引
き
受
け

ま
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
訪
問

や
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
児
童
へ
の
見
守

り
隊
な
ど
、
地
域
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形

の
見
守
り
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

多
く
の
方
が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
安

全
で
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
が
で
き

て
い
る
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
も
、
本

町
地
区
に
お
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
新
米
の

私
で
す
が
、
高
齢
者
の
方
が
、
日
々
抱
え

て
い
る
不
安
や
問
題
等
に
耳
を
傾
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
小
さ
な
支
え
や
、

つ
な
が
り
の
輪
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
と
思

い
、
今
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

初
め
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

富
奥
地
区

山
尾
　
龍
司

　

粟
田
に
居
を
構
え
て

三
十
数
年
た
ち
ま
す
が
昨

年
ま
で
、
約
二
十
年
近

く
は
県
外
で
単
身
赴
任
を
し
て
お
り
、
地

元
、
特
に
町
内
の
こ
と
に
は
疎
い
状
況
で

し
た
。
昨
年
、
単
身
赴
任
を
終
え
、
帰
っ

て
き
た
と
同
時
に
町
内
会
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
高
齢
者
の
多
い

地
域
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
と

同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
少
な
さ
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
方
々
や
、
先
輩
の
方
々
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
、
与
え
ら
れ
た
業
務
を
や
り
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
内
容
を
覚
え
て
い
る
毎

日
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
地
域
の
事
情
に
つ

い
て
の
認
識
も
不
十
分
で
す
が
、
今
後

は
、
時
間
を
か
け
て
活
動
し
な
が
ら
、
存

在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々
の

相
談
窓
口
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
一
助
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

是
非
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
、ご
助
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄
り
添
っ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

郷
地
区

小
寺
　
く
る
み

　

令
和
元
年
十
二
月
一

日
に
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。

　

私
は
、
以
前
ふ
と
目
に
し
た
「
高
齢
者

介
護
に
疲
弊
し
て
い
る
世
帯
が
増
加
し
て

い
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
心
を
痛

め
た
事
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

介
護
は
、
身
を
削
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
身
近
な
問
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
も
苦
し
ん
で
い
る

人
も
多
く
い
る
は
ず
で
す
。

　

多
く
の
高
齢
者
が
ご
自
身
の
み
な
ら

ず
、
ご
家
族
の
事
を
ご
心
配
さ
れ
て
い
る

方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、「
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
寄
り
添
っ

た
」
を
胸
に
地
域
の
皆
様
の
実
状
を
把
握

し
、
私
な
り
に
積
極
的
な
相
談
や
支
援
の

委嘱状伝達式  退任者感謝状贈呈式　12月2日

各地区合同グループワーク　8 月 20 日
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出
て
し
ま
う
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
様
々
な
研
修
を
通
じ
、
主
任

児
童
委
員
と
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
親
の
目
線
を
出
し
つ

つ
自
然
体
で
活
動
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
社

会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
子
ど
も
の
生
活
や
環
境
も
こ
れ
ま
で

と
は
違
い
、
先
が
見
え
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
経
験
豊
富
な
先
輩
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
い
た
だ
き
、
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
前
向
き

に
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
し
て

押
野
地
区

塚
　
　
宏
之

　

令
和
元
年
十
二
月
に
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
就

任
し
、
早
い
も
の
で
半
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
す
が
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
活
動
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
大
学
を
卒
業
後
、
県

外
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
、
両
親
と
も
元
気
で
し
た
の
で
、
何
の

心
配
も
な
く
親
元
を
離
れ
て
働
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
三
十
四
年
前
に
父
親
が

突
然
事
故
で
亡
く
な
り
、
実
家
は
母
親
一

人
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
元
気
で
近
く
に

私
の
弟
家
族
も
い
ま
し
た
の
で
、
多
少
の

寂
し
さ
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
気
丈
に

日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
母
親
も
そ
の
十
三
年
後
、
病
気
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、
一

人
住
ま
い
の
寂
し
い
生
活
や
気
苦
労
で
病

を
克
服
出
来
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
日
々
近

所
の
方
々
に
何
か
と
話
し
相
手
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
班
長
を
免
除
し
て
い
た

だ
い
た
り
と
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
十
三
年
前
実
家
に
戻
り
、

二
年
前
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
卒
業
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
感
謝
の
気
持

ち
で
、
微
力
で
す
が
お
役
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
し
て　
　
　
　

富
奥
地
区
主
任
児
童
委
員　

三
納
　
昭
博

　

昨
年
十
二
月
に
主
任
児

童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、

自
分
の
役
割
に
つ
い
て
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
的
に
も
子
育
て
世
帯
の
真
っ
た
だ

中
で
あ
り
、
こ
の
活
動
と
実
生
活
の
両
方

に
生
か
せ
る
も
の
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

保
育
園
や
小
中
学
校
の
各
種
行
事
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
の
親
と
し

て
の
目
線
と
平
行
し
て
主
任
児
童
委
員
と

い
う
新
し
い
目
で
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
と
思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
保
育
園
の

表
現
会
で
は
昔
を
思
い
出
し
、
親
の
目
が

郷地区定例会　１月 24 日

各地区合同グループワーク　8 月 20 日

主任児童委員会　12 月 24 日
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　新たな令和の時代を迎えて、新型コロナウイルス感染症の感染例が国内
外で多数報告され、本県においても感染例が確認されています。
　私も、手洗いを中心とする感染予防を心がけ、早期に収束されることを
祈っています。
　民生委員・児童委員は、昨年12月に一斉改選され、広報委員会も12名で、
「ワンチーム」での結束を合言葉でスタート。
　委員各位の協力を得て、ようやく発行の運びとなりました。

令和2年6月1日 第9号（通巻32号）
編集・発行
野々市市民生委員児童委員協議会
〒921-8815
石川県野々市市本町5丁目18番5号
野々市市社会福祉協議会内
TEL 246-0112/FAX 246-0169

野々市市障害者スポーツ交流大会　11月17日

新組織会　12月2日

ミニ門松づくり　椿荘にて　12月23日

北国街道野々市の市 赤い羽根共同募金　10月13日

南九州市知覧町民生委員児童委員協議会交流会　10月1日

暑中見舞いハガキづくり　本町児童館　7月26日

歳末たすけあい施設慰問出発式　12月24日

活動あれこれ 民児協独自の活動や、行政及び関係機関との協力活動も行っております。

「さまざまのこと思い出すさくらかな」
　昨年 11月、布水中学校の「花いっ
ぱい運動」で民生委員が協力して、
地域の高齢者宅にお届けしたお花
が「コロナ騒動にも負けず元気に
花を咲かせてくれました。力づけて
いただいたこと心から感謝いたし
ます。」と句と写真を添えて今年４
月に届きました。　 （堀内　橋本様）


